


























































































































































屋浦を見ていきたい10）。 奈屋浦の戸数は、1670 年（寛文 10）まで漸増し
たが（口前を含めた総戸数 62）、その後は、全戸焼失
の大火（1670 年）、28 戸が流失した津波（1707 年・
1854 年・1944 年にも被災）、二度の大飢饉（1837 年・


















































な お、 大 指 出 帳（ 当 時 の 町 勢 要 覧 ） に よ る と、
奈屋浦 贄浦 神前浦
戸数 人数 戸数 人数 戸数 人数
1955 年（昭和 30） 133 戸 713 人 242 戸 1238 人 533 戸 2557 人
1965 年（昭和 40） 161 戸 805 人 259 戸 1200 人 493 戸 2158 人
1975 年（昭和 50） 174 戸 803 人 264 戸 1088 人 486 戸 1767 人
1985 年（昭和 60） 186 戸 703 人 271 戸 949 人 414 戸 1324 人










帳）によれば、戸数は 35、屋敷地 459 坪、畑地は計
2,088 坪、屋敷・畑を併せた分米（土地評価）は７石
５斗２升である（東宮 208 石、神前浦 32 石、贄浦



































1773 年（安永２）における戸数は 56、人口（7 歳以上）
は 295 人（男 170・女 125）、舟数 17 艘（うち 5 艘




10 人が溺死し、家屋 26 戸が流失した津波被害
















（15 歳以上）で分配することになり、庄屋約 100 両、









送されている。計 1,575 本を水揚げ、11,024 円の収入
を得た。配当は、全戸平等割りと定められ、一戸 57 円
30 銭６厘、人割 65 円２銭６厘で分配された17）。また、











































勢間に大型バスが運行するのは 1962 年（昭和 37）の
ことで（約 36km の区間の運行に約２時間 30 分を要
した）、1970 年（昭和 45）当時、奈屋浦で自家用車を
保有している世帯は 2 ～ 3 戸であった。









































和 38）のピーク以降、「40 年（1965 年）から急速
な下り坂となり、44 年（1969 年）にはほぼ全地区
とも消滅」した28）。ピーク時における奈屋浦の総経営














に 58 年（1983 年）には 80t の船舶に変更許可を受











































































1971 年（昭和 46）に資本金 500 万円で清洋水産（社
長・清水清三）が創立される。当初は、木造 2 そう
まき網漁船 2 艘からスタートした。その後、1978 年
（昭和 53）に中型まき網船、1981 年にも中型まき網












































なお、漁業センサスによると 2008 年（平成 20）
現在、奈屋浦には漁業経営体が総計 39 存在し、こ
のうち会社は４、個人は 35 である。10 億円以上の
漁業経営体が１社（清洋水産）、５～ 10 億円が２社、
１～２億円が１社、1,000 ～ 1,500 万円が 1 人、800




屋浦漁港の水揚げ高は 31 億 3,600 円であり、翌年は、
34 億 7,900 万円という数字である。清洋水産の事業
規模が突出していることが看取されるが、聞き取りに
よると、2010 年（平成 22）現在における同社従業























































































































































































































































































































































































































『史学』（三田史学会）57 巻 4 号、55-67 頁。
坂井達朗 1987「階層構成から見た漁村の変容（下）
――伊勢度会郡田曽浦の中世末から近世の変化―













『たまたま新聞』創刊号～ 34 号、2007 年 6 月 1 日









































































５）［ 中 村 2009：10］［ 若 林 2009：207］［ 岡 田
2009：190］［平林 2009：120］等を参照こと。












































































































































































置網 3 戸、釣り堀 2 戸、ハマチ・タイ養殖 1 社、
その他は小規模沿岸漁業である。なお、ハマチ・
タイ養殖は 1964 年（昭和 39）頃からスタートし、
最盛期は 35 戸が従事していたが、1980 年（昭






























44）2011 年 9 月に奈屋浦に赴く前に、伺いたい調査
一四
奈屋浦の水揚げ高の推移（単位 1,000 円）
昭和 真珠母貝養殖 魚類 海藻類 計
33 35,419 4,490 39,909
35 50,093 3,233 53,326
37 53,463 4,706 58,169
40 31,780 12,674 44,454
42 88,816 22,225 111,041
44 59,847 40,489 100,336
45     11,745 37,699 334 49,778
46 48,571 1,140 49,711
47 148,448 603 149,051







































1 月 10 日（土）に開催された。午前 8 時、役員・
評議員・消防団・青年団による会場準備。午前


























48）『たまたま新聞』2 号、2007 年 7 月 1 日（日）の二面。
49）同上。
50）2009 年（平成 21）は、18 時より御船が出発し、
18 時 30 分から園児の踊り（「アララの呪文」「な
かよし音頭」）、子ども会が中心となったビンゴ・














1967 年（昭和 40 ～ 42）の第一期工事以降、改
修が進み、現在ではカロート式に統一されている。











































2011 年 9 月に訪問したところ、ここ数年間は、奈
屋浦住民による奉納はなされていない様子である。
57）これより遅れて、奈屋浦の長久丸や、贄浦の拓生
丸も同寺で魚供養を行うようになる。
58）この事態は、香港の出稼送出村の事例と相似的だ
と思われる［ワトソン 1975=1995］。
59）照泉寺に安置されている慶応 3 年のシビ位牌の
背名文には、「……餓死ニ向トスル際、三月三日
ヨリ十一マデ鮪数凡三千余ノ多漁ヲ得、価金凡
六千余ナリ。依テ餓死ヲ免ル、故同四月戊辰仲
春、石碑新立スル所以ナリ」と記されてあり、明
治 13 年の背名文には「巨利ヲ得テ憂窘ヲ免レタ
リ。是ヲ以テ更ニ石碑ヲ建テ郷民ヲシテ永世忘失
セサラシメ、且ツ位牌ヲ設置シ香火供シテ晨昏不
怠ニ回向スル者ナリ」と記されている。「支毘大
明神」ではなく「支毘大命神」と記した点等に個
性が感じられ、背名文には、村人から依願された
ので……等という記述が見られないことから、支
毘供養の発起には、当時の住職（兼住の十一世制
譽上人）の意向が関わっていたのではないか、と
推察できる。
一六
